
特集
　
「
神
経
内
科
に
来
ら
れ
る
方
の
う

ち
、
1
・
2
位
を
争
う
ほ
ど
多
い
症

状
が
頭
痛
で
す
」と
話
す
の
は
、
神

経
・
脳
卒
中
科
の
芳
川
浩
男
主
任
教

授
。
一
般
的
に
頭
痛
は
大
き
く
２
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
一
つ

が
、
ほ
か
に
原
因
と
な
る
病
気
が
隠

れ
て
い
る
の
で
は
な
い「
機
能
性
頭

痛
」「
一
次
性
頭
痛
」な
ど
と
呼
ば
れ

る
も
の
だ
。
慢
性
的
に
頭
痛
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
人
の
多
く
が
こ
の
タ
イ

プ
で
、片
頭
痛
や
緊
張
型
頭
痛
、群
発

頭
痛
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

●
片
頭
痛

　

そ
の
名
の
通
り
、
頭
の
片
側
が
痛

む
こ
と
が
多
い
が
、
両
側
が
痛
む
場

合
も
あ
る
。「
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
い

う
拍
動
性
の
激
し
い
痛
み
が
、
通
常

4
～
72
時
間
程
度
続
き
ま
す
。
動
き

回
る
と
ひ
ど
く
な
る
の
が
特
徴
で
、

電
気
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
光
や
音
に
過

敏
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。
学

校
や
仕
事
を
休
む
ほ
ど
の
痛
み
で
、

む
か
つ
き
感
や
吐
き
気
が
出
る
場
合

も
あ
る
。

　

片
頭
痛
の
う
ち
約
4
分
の
1
程
度

は
、
前
兆
を
伴
う
と
い
う
。「
い
ち

ば
ん
特
徴
的
な
の
は
、
閃せ

ん

輝き

暗あ
ん

点て
ん

と

い
っ
て
、
ピ
カ
ピ
カ
と
目
の
周
辺
に

稲
妻
の
よ
う
な
光
が
見
え
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
頭
痛
が
2
回
以

上
起
き
た
ら
、
片
頭
痛
で
あ
る
と
診

断
さ
れ
ま
す
」。
前
兆
に
は
ほ
か
に
、

チ
ク
チ
ク
と
し
た
痛
み
や
し
び
れ

が
出
る
感
覚
障
害
や
し
ゃ
べ
り
に
く

い
と
い
っ
た
言
語
障
害
も
あ
る
。
そ

れ
ら
の
症
状
の
後
、
約
1
時
間
以
内

に
頭
痛
が
起
き
れ
ば
片
頭
痛
と
考
え

ら
れ
る
と
い
う
。

　

片
頭
痛
に
有
効
な
薬
の
一
つ
が
、

ト
リ
プ
タ
ン
製
剤
だ
。
鎮
痛
薬
で
は

な
く
、原
因
と
な
っ
て
い
る
過
度
に

拡
張
し
た
血
管
に
作
用
し
て
痛
み
を

ラ
ク
に
し
て
く
れ
る
。「
た
だ
し
、痛

み
始
め
て
す
ぐ
に
飲
ま
な
け
れ
ば

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ま
ん
せ
ず

に
早
め
に
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」。
ト

リ
プ
タ
ン
製
剤
は
効
果
的
な
薬
で
は

あ
る
も
の
の
、人
に
よ
っ
て
は
ま
っ

た
く
効
き
目
が
な
か
っ
た
り
、使
用

量
が
多
く
な
る
と
薬
剤
誘
発
性
の
頭

痛
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
医

師
、
薬
剤
師
に
相
談
す
る
の
が
良
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
頭
痛
の
頻
度
を
少

な
く
し
た
り
痛
み
を
軽
く
し
た
り

す
る
た
め
、
予
防
薬
の
ほ
か
、
抗
て

ん
か
ん
薬
や
抗
う
つ
薬
、
高
血
圧
で

使
用
す
る
β
遮
断
薬
な
ど
を
使
っ
た

予
防
療
法
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の

日
本
人
の
3
～
4
人
に
1
人
が
、慢
性
的
な
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、頭
痛
の
中
に
は
、命
に

関
わ
る
病
気
の
症
状
で
あ
る
も
の
も
あ
り
、「
頭
痛
く
ら
い
」と

軽
く
考
え
た
り
、「
い
つ
も
の
こ
と
だ
か
ら
」と
考
え
た
り
し

て
病
院
に
行
く
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、重
大
な
病
気
に

気
づ
く
の
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
。頭
痛
の
種
類
や
症
状
な
ど

を
知
っ
て
、日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
お
こ
う
。

悩
ま
さ
れ
る
人
が
多
い

機
能
性
頭
痛

片頭痛の特徴
（二つ以上あれば片頭痛の可能性が高い）

□ 頭の片側が痛むことが多いが、
　 両側のときもある。
□ 脈にあわせてズキンズキンと痛む。
□ 仕事や日常生活に支障をきたすほどの
　 強い痛みが4～72時間続く。
□ 体を動かすと、痛みがひどくなる。
□ むかつき感や吐き気がすることもある。
□ 音や光に敏感になり、うるさく感じたり、
　 明るい場所が苦痛に感じたりする。
□ 頭痛の直前に視野の周辺にピカピカした
　 光やまぶしいギザギザの線が現れる。
□ 月経の前後に痛むことが多い。

頭の片側が痛むことが
多いが、両側のときも

ある。（二つ以上あれば片頭
痛の可能性が高い）

脈にあわせてズキンズ
キンと痛む。

仕事や日常生活に支障
をきたすほどの

強い痛みが4～ 72時
間続く。

体を動かすと、痛みが
ひどくなる。

むかつき感や吐き気が
することもある。

音や光に敏感になり、
うるさく感じたり、

明るい場所が苦痛に感
じたりする。

頭痛の直前に視野の周
辺にピカピカした光や

まぶしいギザギザの線
が現れる。

月経の前後に痛むこと
が多い。

片頭痛の特徴片頭痛の特徴片頭痛の特徴

大
丈
夫
で
す
か
？痛

頭
神経・脳卒中科　芳

よし

川
かわ

 浩
ひろ

男
お

主任教授
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　臨床心理部は、患者さんの不安をなるべく少な
くし、診療科による診断・治療がよりスムーズに
進むように支援する部門です。兵庫医科大学病院
は、1972年の開設当初から、患者さんの心のケア
を重視しこのような部門を設置しています。心理
スタッフがいる病院は多いですが、診療科とは別
に臨床心理部がある病院は全国的にも例がないと
思います。
　現在、臨床心理士4名が、診療科からの依頼を受
け、予約制で心理検査や心理相談を行っています。

病棟に足を運び、不安を感じている患者さんやご
家族に声をかけることもあります。当院は多くの
診療科を持つ病院ですから、生まれたばかりの新
生児から高齢者まで、ありとあらゆる患者さんが
いらっしゃいます。認知症の診断のために知能検
査や認知機能の検査などを行うこともあります
し、がんなどの病気にかかられた患者さんの場合
は、ご家族に対してのケアを行うこともあります。
NICU（新生児集中治療室）では、入院中はもとより
退院後のお母さんの不安をいかにバックアップす
るかも大切です。
　心の動きや置かれている状況などは人によって
異なります。それぞれに見合った方法を取り入れ
ながら、患者さんの不安を少しでも和らげ、前向
きになっていただくのが私たちの仕事です。

●主な業務

臨床心理部　
村田 正章 部長

患者さんの不安を
和らげるのが仕事です

兵庫医科大学病院
支援部門紹介

臨床心理部
　臨床心理部は、兵庫医科大学病院の各診療科において、
患者さんの心理的問題への理解が診断や治療をするうえ
で役立つと考えられる場合や、診療に関連して心理的な
ケアが必要と判断される場合などに、主治医の依頼に応
じて各種心理検査や心理相談を行っている。

心理相談
小さなお子さんに対して行う遊戯療法をはじめ、箱庭療法
や親子・家族面接、カウンセリングや、自律訓練法、交流分
析などを用いながら、患者さんの心のケアを行っています。

小さなお子さんの場合は、おもちゃなどを使って
一緒に遊ぶことが、治療となります（遊戯療法）

箱庭療法は、砂箱の中に人形などのアイテムを自由に配置することで、
心理状態を分析すると同時に心を癒します

心理検査
図形や数字、言語、絵などを利用する知能検査や精神発達に
関する検査、性格や心理状態を把握するための検査などを、
目的に合わせて行うことで、患者さんについて理解するた
めの心理学的アセスメント（評価）を行います。
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ボランティア
募集中

ボランティア
募集中

当院では、地域に開かれた病院の実現を目指して「病院ボラ
ンティア」を募集しています。病院ボランティアに関心があり、
優しさと何事にも前向きに取り組む姿勢のある方、ご連絡を
お待ちしています。

毎週月～金曜日　９：００～１１：００
初めて来院された外来患者さんへ受付の補助をしていただきます。

●初診手続きの補助

第２・４火曜日、第３水曜日　９：００～１１：００
外来診療で使用する材料（ガーゼたたみ等）を作成していただきます。

●ガーゼたたみ等

毎週月曜日　９：００～１１：３０
●入院案内

毎週水曜日　９：００～１１：００
10号館７、８、９階病棟のリネン（シーツ）の交換をしていただきます。

●リネン（シーツ）交換

病院ボランティアをしてみませんか？

主な活動内容・活動日

お問合せ先 ： 兵庫医科大学病院  地域医療・総合相談センター  （1号館附属棟 1階）
TEL 0798-45-6001

兵庫医科大学医療情報誌

「HEARTS（ハーツ）」
Vol. ６

＜発行＞
学校法人兵庫医科大学
〒６６３－８５０１ 西宮市武庫川町１番 1 号
＜編集＞
学校法人兵庫医科大学総務企画部　広報課
＜発行日＞
２０１２年４月２７日

■本書の見方

本書では、「診療最前線」のページで紹
介する疾患を、以下のように分類し色
分けしています。バインダーや綴じ紐
などで綴じてご活用ください。

　２０１２年 3 月、展望の良い１号館１２階に、心安ら
ぐ療養環境と高いセキュリティ機能を整備した特別病棟

（２０床）を開棟しました。
　経験豊富なスタッフを揃え、質の高い医療の提供に努
めています。

　２０１１年１１月に西宮キャンパスの平成記念会館と
立体駐車場が、西宮市の津波避難ビルに指定されました。
これを受けて、立体駐車場の案内看板などに津波避難ビ
ルの標識が設置されています。平成記念会館は夜間には
施錠されていますが、災害発生時は自治会を通して開放
され、地域の方にご利用いただけるようになっています。

がん

目・耳・
鼻・口
の病気

呼吸器
の病気

腎臓・
泌尿器
の病気

肝臓・
すい臓・
胆嚢
の病気

子ども
の病気

循環器
と血液
の病気

全身
の病気

こころ
の病気

骨・関節
の病気

皮膚
の病気

胃・腸・
食道
の病気

女性
の病気

肝
硬
変

脳・神経
の病気

診療最前線
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体
の
７
～
８
割
を
占
め
る
。
現
在
で
は
、

B
型
肝
炎
に
よ
る
肝
硬
変
は
、
病
状
が

相
当
進
行
し
て
い
て
も
、
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
す
べ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、C

型
肝
炎
が
原
因
の
も
の
は
、
ウ
イ
ル
ス

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ
り
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
消
滅
さ
せ
、
完
治
で
き
る
も
の
も
あ

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
も
の
な
ら
、
と

に
か
く
断
酒
。治
療
法
は
肝
硬
変
に
至
っ

た
原
因
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
徹
底

的
に
検
査
を
行
っ
て
原
因
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
。

　
脾
臓
は
古
く
な
っ
た
血
球
を
壊
す
働

き
を
持
つ
が
、
肝
硬
変
で
は
腫
れ
て
機

能
が
亢
進
し
て
お
り
、
正
常
な
血
球
ま

で
過
剰
に
壊
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
は
、
血
小
板

数
が
少
な
く
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

が
行
え
な
い
。
兵
庫
医
科
大
学
で
は
、

内
科
の
研
究
室
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

の
治
療
効
果
を
ウ
イ
ル
ス
や
患
者
さ
ん

の
遺
伝
情
報
ま
で
詳
し
く
検
討
し
、
治

り
や
す
い
タ
イ
プ
の
場
合
は
、
外
科
で

脾
臓
摘
出
手
術
を
行
う
。
脾
臓
の
摘
出

は
、
3
セ
ン
チ
大
の
穴
１
つ
と
1
セ
ン

チ
大
の
穴
２
つ
を
わ
き
腹
に
開
け
て
腹

腔
鏡
で
摘
出
す
る
た
め
、
手
術
そ
の
も

の
の
患
者
さ
ん
の
負
担
は
少
な
い
。
手

術
に
よ
っ
て
肝
機
能
が
改
善
し
血
小
板

も
増
え
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
術
後

は
細
菌
感
染
へ
の
抵
抗
力
が
弱
ま
る
た

め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
対
策

が
必
要
と
な
る
。

　「
肝
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
は
、
内

科
と
外
科
、
放
射
線
科
の
綿
密
な
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。
西
口
主
任
教
授
と

藤
元
主
任
教
授
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
こ

の
２
人
と
、
同
じ
く
肝
臓
を
専
門
に
し

て
い
る
放
射
線
科
の
廣
田
省
三
主
任
教

授
は
常
時
診
療
を
共
に
し
て
お
り
、「
内

科
、外
科
、放
射
線
科
の
連
携
が
非
常
に

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
、
兵
庫
医
科

大
学
病
院
の
特
徴
」と
胸
を
張
る
。
月
に

一
度
の
3
科
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
、
医
師
を
中
心
に
し
た
30
～
40
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
い
う
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
れ
ば
、手
術
前

に
肝
臓
の
形
や
大
き
さ
、が
ん
の
位
置
な

ど
が
わ
か
り
、
ど
の
部
分
を
ど
れ
だ
け

切
除
す
る
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
。
こ
の
技
術
は
、厚
生
労
働
省
の

先
進
医
療
と
し
て
認
定
さ
れ
、他
の
病
院

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　「
以
前
は
、一
度
肝
硬
変
に
な
っ
て
し

ま
う
と
元
に
は
戻
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
部
の
肝
硬
変
は
完

治
し
ま
す
」と
西
口
主
任
教
授
。

　
長
期
に
わ
た
る
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
も
肝
硬
変
の
原
因
の
一
つ
だ
が
、

最
も
多
い
の
は
B
型
お
よ
び
C
型
肝

炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
も
の
で
、
全

　
兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
、
2
0
0
8

年
4
月
に
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
た
。
同
年
10
月
に
は
肝
疾

患
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
大
学
内
の
連
携

だ
け
で
は
な
く
、
兵
庫
県
下
の
専
門
医

療
機
関
、
協
力
医
療
機
関
、「
か
か
り
つ

け
医
」と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

て
高
度
な
肝
疾
患
診
療
体
制
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
治
験
や
先
進
的

治
療
を
行
う
な
ど
、
常
に
最
先
端
の
治

療
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
。
肝
疾
患

セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る
西
口
主
任
教
授

は
言
う
。「
肝
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
が

私
の
目
の
前
に
来
た
時
点
か
ら
、
病
気

を
一
切
進
行
さ
せ
な
い
つ
も
り
で
や
っ

て
い
ま
す
」。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

ど
ん
な
に
心
強
い
言
葉
だ
ろ
う
。

強
い
連
携
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は

完
治
す
る

肝・胆・膵外科
藤
ふじ

元
もと

 治
じ

朗
ろう

主任教授

肝硬変・・・・・・・・・・・・・・・277件インターフェロン新規導入（治験や肝硬変を含む）・・・・・144件内視鏡下食道静脈瘤治療・・・110件肝癌治療
手術・・・・・・・・・・・・・・・・179件RFA（ラジオ波焼灼療法）・・・102件TACE（肝動脈化学塞栓療法）・・・247件

診療実績（2010年1～12月）

NEWS

西宮市津波避難ビルに
指定されています12階特別病棟がオープン

Vol.７は、２０１２年１０月の発行予定です。

看護師・助産師募集
人材対策室

0120-456-199
http://www.hosp.hyo-med.ac.jp/nursing/recruitment/

フリー
ダイヤル

■看護師・助産師採用ホームページ

兵庫医科大学 看護師 検索E-mail jinzai@hyo-med.ac.jp FAX 0798-45-6524

急性医療総合センター　平成25年6月開設

津波避難ビルの標識

2月に行われた避難訓練の様子

S室（病室）

病棟入口セキュリティ

■がん
■目・耳・鼻・口の病気
■胃・腸・食道の病気
■呼吸器の病気
■骨・関節の病気
■脳・神経の病気
■皮膚の病気

■肝臓・すい臓・胆嚢の病気
■腎臓・泌尿器の病気
■循環器と血液の病気
■全身の病気
■こころの病気
■女性の病気
■子どもの病気




